
在来マス類調査

I 調査目的

E 

在来マス(ヤマメ)の河川放流後になける生残・生育・行動等の生態的左面と併せて環境との関係を

究明し.放流魚としての適否を判定する。

謂査内容

1. 調査期間 Iltff日 45年4月~昭和 46年 3月

2. 調査場所 下北郡東通付老部川

3. 調 査員 次長頼 茂

淡水養殖謀技師 青山禎夫

4. 調査項目

(1) 放流河川の概要

(2) 環境

(3) 放流魚の生育・行動

(4) 漁獲

5 調査方法

4.の(1)については過去の餅ヰをもとに聴取りによ b作成し. 4.<7)(2)-(4)については夫々現地調査

を行う一方ー剖日標本を待帰って調べた。

E 調査結果

1. 放流河川の概要

放流河川は何れも老部川の支流でAa型に属し.スモモ沢lてはヤマメ，イワナ，アユ等の魚種が

棲息するが.カベ山沢滝上流には魚族は全〈棲息してい之とかった。
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2 環境

河川の性状は第1表のとなりであるが，特にカペ山沢はスモモ{尺に比して端脚回(ヨコエピ)が

第 1表定点観測

=λ モ モ 沢

45.5.27  45.8.13  4 5 . 1 o. 

1 2 3 1 2 3 l 2 

1.① 河 )11 巾 う.21η 7.0 8.0 う.2 7.0 8.0 5.2 7.0 

@流 巾 3.0tη 3.3 3.8 4.0 3.う 4.5 3.3 3.3 

2. 平 均 水 深 0.04m 0.09 0.08 0.06 0.1 0.1 0.06 0.09 

3 ① 流 速
03m44A〆eecで

0.4 0.5 0.49 0.21 0.28 0.5 3 0.1 9 

②流 主豆主L1 
0.0 0.12 0.10 0.1 2 0.14 0.20 0.08 0.07 

4. 水 色 i育 清 清 ?青 ?青 清A 清 i 
5. 濁 庭 透 透 透 透 透 透 透 透

6. 時 問 10: 25 16・15 1 5・10 16:00 15・00 1 1・iラ 16・50

観 天 侯 bc bc bc r r r c c 
たメコ、 湿 22.3'C 1 7.7 16.9 18.1 18.2 18.5 16.0 

水 湿 14.20C lう.1 1う.5 16.1 16.2 lう.7 1 4.0 14.2 

調リ P.H 7.1 7.1 7.2 7.1 7.2 7.3 6.9 7.0 

7. ① 

間 大 き さ② 10 11 。
③ 2 。 4 

の ① 3 4 

型 @ 9 8 。
状 ③ 2 。 。

① 。 。
況 類 度@

⑨ 。
8. 粗径 1 以下 1.0% 2.0 1.0 

底 1 ~ 2 1.0 2.0 1.0 

2 ~ 4 4.0 3.0 4.0 

質 4ち% 以 上 ヲ4.0 93.0 94.0 

9. 蔭 樹 木 V亡 蔽 わ 士工 る。

10 水 生 手直 物

11 蜂 車券 目 104尾 85 1 00 111 205 1 31 36 68 

水 毛 麹 目 30 9 26 18 10 3 1 1 7 37 

産
麹 3 8 。 1 1 4 6 8 3 

双 麹 日 16 7 6 う7 I 1 9 6 1 4 。
動

端 脚 目 3 30 20 62 16 1 3 129 36 

物 そ の 他 1 0 1 0 2 26 3 1 26 7 11 

(注) 流量測定は浮子流し法による。

-2 52-



多い。

カ ---:. 山 沢

1 3 45.5.28 45.8.12 45.10.15  

3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 

8.0 4.8 う.0 3.3 4.8 う.0 3.3 4.8 5.0 3.3 

4.0 1.8 2.3 1.8 1.8 2.3 1.6 1.8 2.6 1.8 

0.09 0.1 1 0.1 0.1 0.12 0.1 0.09 0.12 0.17 0.1 

0.5 3 0.99 0.1 8 0.2 1 1.0 0.21 0.1 8 1.0 0.2 0.3 
0.13 0.04 0.04 0.03 0.04 0.04 0.02 0.06 0.05 0.03 

1育 清 清 i育 i育 清 清 ミF旨 :宿 清

透 透 透 透 透 透 透 透 透 透

14 : 50 1 0・50 12:ラO 14 : 4 5 1 7: 25 16・lう 1 4 : 1 5 1 1・15 1 0: 30 

c bc bc bc c c bc bc bc bc 

1 6.3 18.7 18.1 20.:1 20.2 20.9 23.3 1 7.6 17.0 1 7.2 

1 3.9 14.3 16.8 1 3.7 17.1 1 7.3 16.6 1 3.4 1 3.3 12.8 

6.9 7.1 7.1 7.0 7.2 7.2 7.3 6.8 7.0 6.9 

29 。
10 

16 

。

ぞ，

6.0 0.4 0.4 

6.0 2.0 2.6 

10.0 4.0 6.0 

78.0 93.6 91.0 

樹 木 oて 蔽 わ オ1 る。

16 3 7 60 う5 13 3 86 76 29 1 1 31 

9 1 1 3 。 57 21 4 。 18 。
10 2 1 。 。 4 。 10 う 2 う。 。 8 。 27 14 8 6 。 3 

64 49 5 3 66 1 0 1 90 76 1 9 1 25 183 

2 4 16 9 10 6 3 3 2 
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3. 放流魚の成育.行動

第2表の内容Kよって放流を実施したが.放流後 1ヶ月後K活発念動きを示した。その移動拠兄

t土放湘也点よタ殆んどかマ流域へ移動している。

第2表 放 流 内 容

A モ モ 沢
カ 内、. 山 沢

1 2 3 

放 流場所 ス モ モ 沢 橋 橋よタ 400m上流 橋より 800 m土流 滝ょ .b500m上流
地点 地点 地点

放 流年月日時 45.6.1 1 1 5・05 45.6.11 15・20 45.6.11 15・30 4 5.6.1 2 1 0 : 3 0 

放流時の水温 1 7.5 oc 1 7.80C 1 6.90C 16.1"C 

放流尾数 9 9 8尾 9 9 8尾 1，0 0 0尾 1，0 3 5尾

放流方法 lク所 1ク所 lケ所 2ケ所

放流魚の大きさ 5.5 9 cm ( 5 0尾) 4.8 8 cm ( 2 5尾) 4.9 3 cm ( 2 5尾) 4.6 4cm ( 50尾)(平均体長)

標 識
ad・f+Lv・f

ad・f+Rv・f a d • f a d • f 
切除

相坂養魚場(十和田市)よタ老部川内水面漁業協同組合ふ化場ま ふ化場ょタカベ山沢
運搬方法

で小型貨物自動車で運搬(行程 90 Km)後は人で運搬 入口までトラ yクで
運搬(3 Km) 

所要時間 2時間 15分 (1 2 : 1 5-1 4 : 3 0 ) 40分 (9:50-
10:30) 

備 考 2尾へい死 2尾へい死
上淵へ 535尾放流
下語*，，-500尾放流

最 大 最 平 均 備 考

6.6 cm 3.6 cm 体 長問 4.8 9 cm 
放流魚の大きさ

体 重 P 3.6 p- O. 7 p- 1.9p-
1 0 0尾測定

B 成育状況は第 3表.第2表に示すようにカベ山沢のヤマメKついては5ヶ月目で成長比は

626と最もよい伸びを示し，総体的に天然窟Dものと遜色のない成長を示していた。
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第 3表成長度

記
ス モ モ 沢 カ ，、- 山 沢 官怒 合

I区 E区 E区 最 最
ト 最 最

平 均
最 最

平 均
最 最

平 均
平均

大 大 大 大 平 均

(放流〉 cm 
BL 6.6 3.6 5.6 6.2 3.9 4.9 6.3 3.9 4.9 5.8 3.3 4.6 4.9cm 

45. 6.11 
(50，@ 

?' 
BW 3.6 0.7 1.9 一 (25感 一 (25，尾) (50感 1.9 ?' 

BL 7.3 4.9 6.1 8.1 4.5 6.2 7.5 5.7 6.7 9.9 4.9 6.1 6.3 
45. 7.23 (10.感 ( 11感 (10感 (10A) 

Bw 7.0 2.4 4.4 1 0.7 1.8 4.7 7.8 3.4 5.8 18.0 2.0 う.0 5.0 

BL 8.1 5.4 6.7 9.2 6.3 7.5 10.1 5.5 7.0 11.1 4.8 7.6 7.2 
45. 8.13 ( 7感

民v 一(12，増 一( 6尾) 一 一( 6尾) 25.3 1.9 9.6 

BL 7.7 5.7 6.う 8.4 5.2 6.9 8.3 6.5 7.3 15.0 5.5 8.2 7.3 
45. 9. 6 ( 7)尾〉 (9尾) (12，@ (24m 

Bw 8.9 3.3 5.2 10.3 2.5 6.1 9.8 5.1 7.3 43.2 2.8 1 1.9 7.6 
(1現)

BL 10.3 7.0 7.9 1 0.1 6.2 8.0 9.5 6.3 7.8 1 1.2 6.0 8.5 8.1 
45.10.11 (4尾) (8尾) ( 11国

Bw 18.0 5.5 8.9 18.0 4.0 9.3 14.0 4.0 8.0 230 4.0 10.9 9.3 

BL 8.3 6.7 7.5 9.0 6.2 7.9 10.0 7.8 9.0 1 1.5 6.2 8.7 8.3 
45.11.12 ( 2，尾) (梶) ( 3尾) (10.増

Bw 9.7 5.1 7.4 12.8 4.8 8.7 1 7.1 8.6 1 2.9 23.9 3.9 1 1. 9 1 0.2 

第 2図体長組成

スモモ沢(標識)
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45.10. 15 

n=9 

20. 

スモモ沢(ヌ現ミ)

45.8. 13 

n=7 

qら

40 

20 巴
7.4 8.4 9.4 cm 

45.7.22 

n=13 
% 

吋可
atal目l'l.tf1t''1}4

円
U

勺乙

40 

6.4 7.4 8.4 9.4 cm 

45.9.6 

n=2ヰ

7.4 8.4 9.4 cm 

qも
0/0 14う.6.11 
!日=15-0 

40 40 

20 

45・円・ 12

1~n-ーぅ辺 6A 7.4 8.4 9:4 10.4 11.4 cm 

40.ln=52 

% 

20 円巳
20 

「トィ山
6.4 7.4 8.4 9.4 10.4 11.4 C11! 

C 雌雄比はスモモ沢については有意差は認められ左いが.カぺ山沢については有意差がある。

スモモ沢vc封Tるヤマメの胃内容掬ま殆んどが水生昆虫で占められ，偶にヨコヱピを食して

カベ山沢のそれは個体差ζ そあれ何れもヨコエピtてよって占められてhた。
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胃内容物重量組成

益支
スモモ沢 カペ山沢 スモモ沢 カベ山沢 スモモ沢 スモモ沢 カベ山沢 スモモ沢

45.7.23 45.8.12 45.10.11 45.10.10 45.1 0.11 45.11.1 2 45.11.10 45.11.12 

I区 E区 E区 I区 H区 E 区 天 然 も 。 I区 E区 E区 天然もの

% 
0.151> 30 33 60 40 1 2.5 15.4 18 Il.! 50 40 10 1 2.5 

0.1?もZコ40 50 40 50 25.0 30.8 9 44.4 50 60 3 3 30 5.0 

0.2 " 20 1 7 1 2.5 50 30.8 36 22.2 33 20 1 2.5 

0.3 " 10 10 2う.0うO iう.4 18 1 0 1 2.5 

0.4 " 1 2.5 7.6 18 22.2 10 一
0.5 " 一 12.5 

0.6 " 

0.7 庁 1 2.5 一
0.8 " 10 

0.9 " 1 0 
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4. 漁獲

A 漁獲調査結果からスモモ沢の各区におサる 1人 1時間当たりの漁獲量をみると， 1区0.4尾， II区0.39尾.

ヤマメの棲息割合が多く在っているが.区域外を除いては各区とも屡々平均的な棲息分布を示している。

第5表漁獲調査(含移動状況)

E区0.36尾，区域外 0.6尾と下流域程

A モ モ 沢
言十

(鈎による) 区 E 区 E 区 区 域 外

標 天 イ 人 員 標 天 イ 人 員 標 天 イ 人 貝 保 天 イ 人 貝 標 天

日E尾 尾 尾 人 尾 尾 尾 人 尾 尾

1 尾0 |1 l:3子6 
尾 尾

45. 5.29 。7 I 5 
雪 。 I 2 ヨ 。 。 9 27 1 : 30 I : 30 

45. 6. 12 。3 2 。2 4 。。 4 。 う 10 。:ラ 0 o : 30 。:30 

45. 6. 17 2 。2 3 。 3 。。 3 2 6 2 9 。:30 o : 30 o : 30 o : 30 

45. 6.23 16 6 
1 

3 3 37 1 2 11 。:40 I 3 0: 40 8 0・40

45. 6.28 。 2 7 1 : 00 6 1 : 00 3 1 : 00 16 7 

45. 7. 2 。 4 9 。 う 6 。 2 4 6 。 1 9 9 1 I 3 I : 0 0 1 : 0 0 I : 0 0 I : 00 

45. 7.13 4 8 ( 3 区2~ 3 6 。 。 9 18 2 0 I 2 1 : 30 1 : 30 I : 00 1 : 30 

45. 7.22 ( 3区!? う ( 3区B 2 1 1 4 27 
2 

4 10 3 2 2 1 39 10 1 : 3 0 1 : 30 1 : 30 1 : 30 

45. 7.23 9120 8 ( 3区314) 2 4 17 2 14 10 7 4 う0 3 1 30 2: 40 2 : 40 2 : 40 1 : 0 0 

45. 8.13 1 2 3 ラ (3区11 2 4 16 。1 3 3 2 。 38 7 2 2 2 : 00 2: 00 2 : 00 2 : 0 0 

45.10.11 4 3 3 2 7 3 12 8 26 6 2 1 1 : 0 0 1 : 00 8 1 : 00 1 : 0 0 

45.10.14 う 4 6 3 1 2 8 。 B 3 4 8 22 1う 30 6 1 : 0 0 1・00 1 : 00 1 : 0 0 

45.10.22 ( 2区1) 4 14 ( 3区う17) 9 9 2 9 ( 1区8) う 7 36 I 2 40 1 : 0 0 1 : 0 0 1 : 0 0 I : 00 

45.11. 1 。ラ ( 3区13 う 8 。 7 
3 

7 1 : 0 0 
。

1 : 00 1: 00 o区D 6 2 I : 0 0 16 I 1 2 1 
2 " I 

45.11.12 3 2 5 。 1 
2 。 4 

l 
( 1区22) 4 3 1 0 7 10 1 : 00 ( 3区I) 1 : 0 0 1 • 0 0 1 : 0 0 

45.11.23 う 4 6 。 4 。
( 1区う) 13 2 16 18 8 I :00 1 : 00 I : 00 1 : 00 

18 1 8 1 8 14 
一「

言十 67 7 1 67 18 :ぅ o 1 14 20 日7 1 8:ぅ。 106 12 95 18: 2 0 うう 73 32 1 5 : 1 0 342 17 8 2 8 1 

〔註〕 l' 30=lE味鈎時間 1時間 30分の意，様…・・・標識魚.天……天然産ヤマメ.イ……イワナ
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B 魚種別漁獲割合を第 3図h:示したが，天然ヤマメも放流ヤマメも 8月以降は大き左動きはみ

られない。ただ 1• rr区へ E区からの混入魚が多〈ーなっているのが目立つと同時Kイワナの増

加がみられ.ヤマメが減少傾向にあるのはサクラマスの産卵期に当りヤマメか釣れに<<左っ

た為と思われる。

第 3図 漁獲割合(スモ毛沢)

〔注〕 !t1f36月128---8月139
実.1 5月 ~2 ヨ~11月L3 日
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日 調査の成果および今後の課題

1. 調査の成果

(1) ヤマメの放流時期としては降海型ヤマメの出現する河川にお=いては，降海が終了すると思わ

れる 6月中勾以降が適期と思われる。

(2) 放流魚の適正サイズについては体長 5-6 cm，体重 2-3 7'のものでも放流時期を誤まら左

ければ充分であろう。

2. 今後の課題

(1) 単位面積当りの放流適正尾数。決定

河}11 Vてなける季節別餌料の現存量を把握し，一方ヤマメの季節毎の摂餌量算定と消化速度を

求めるととによって，その河川Vてなける適正放流尾教を求めるととが必要である。

(2) 放流魚の生残率調査

人工養殖したヤマメを天然に還元した場合.どの程度生残り率を示し経済効果に寄与するか

を究明するととが必要である。

(3) 放流魚の再生産関与の問題

放流魚のうちどの程度の魚が再生産に関与し，資源の増大K寄与するかを擬すする必要があ

る。

{昭和 45年度指定調査研究総合助成事業 、
在来マス類増殖研究報告書(197 1 • 3 ) J 

-258-


